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山
家

の
生
活

に
付
い
て
い
つ
も
え
ら
い
誇

人

々
は
、
山
を

の
は
人
家

の
数
が
少
な
く
経
済
力
が
蒻

此
村
の
拓
か
れ
た
こ
と
を
證
す
る
の
み
な
ら
ず
、
後
日
領
家
と
地
頭
と
の
間
に
牧
納
に
関
す
る
諄
訟
が
あ
つ
て
、
営
時
最
も
普
通
な
る
和

二t多

“

蓬
`轟

勝.基封踊、の物伊河た
′ 。

い
鶯
で
あ
る
。
偶

ょ
共
土
地
の
名
を
奥
山
な
ど
ゝ
呼
ぶ
篤
に
、
不
営
な
概
念
が
出
来
て
し
ま
つ
た
。
曲
中
の
牡
丹
と
云
ふ
こ
と
は
、
既
に

柳
里
恭
が
雲
芹
雑
志
に
も
之
を
認
め
ず
、
革
に
色
紅
に
し
て
黄
を
帯
び
た
る
花
と
あ
る
。
石
楠
花
だ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に

馬
琴
は
其
紀
行
に
京
丸
の
偉
間
を
記
し
て
、
亘
大
な
る
花
片
流
れ
出
る
な
ど
ヽ
、
殆
Ｌ
武
陵
桃
源
を
以
て
之
を
現
た
の
み
な
ら
ず
、
更
に

わ
か
え
の
は
と

共
作
の
た
し
か
稚
枝
鳩
か
何
か
の
中
に
、
此
地
の
事
を
取
入
れ
て
織
級
城
の
古
講
の
焼
直
し
を
試
み
て
居
る
。
併
し
私
は
奥
山
の
人
奥
山

君
を
知
つ
て
居
る
が
、
同
君
も
義
理
で
少
々
は
合
槌
を
打
つ
が
よ
く
聞
く
と
唯
淋
し
い
一
山
村
と
云
ふ
に
過
ぎ
ぬ
や
う
で
あ
る
。
地
固
で

見
て
も
奥
山
は
天
龍
の
水
域
で
さ
し
て
僻
遠
の
地
で
は
無
い
。
三
河
を
廻
れ
ば
村
中
ま
で
草
も
通
ひ
、
製
絲
其
他
の
工
場
も
あ
る
。
共
小

俣
字
京
丸
は
唯
此
か
ら
入
込
ん
だ
谷
合
と
云
ふ
だ
け
で
ぁ
る
。
要
す
る
に

一
個
の
結
構
な
盆
地
で
、
今
で
こ
そ
軽
便
鐵
道
を
架
け

無
い
か
ら
偏
部
な
ど
、
云
ふ
が
、
四
隣
を
山
川
で
断
ち
切
っ
て
纏
ま
り
宜
し
く
、
し
か
も
出
端
の
悪
く
な
い
諮
か
ら
見
れ
ば
、
武

に
於
て
は
誠
に
理
想
的
の
一
薙
園
で
あ
る
。
掛
川
志
に
あ
つ
た
か
と
思
ふ
。
奥
山
郷
は
五
村
に
分
れ
て
居
る
と
あ
る
（山
中
の
村
に
は
五
箇

と
名
づ
け
五
の
部
落
よ
り
成
る
も
の
が
多
い
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
）
。
今
の
周
智
郡
奥
山
村
大
字
奥
領
家
及
び
大
字
地
頭
方
、
同
城
西
村
大
字
相

や
ヽ
か

郡
山
香
村
大
字
大
井
、
同
佐
久
問
村
大
字
佐
久
間
で
あ
る
と
云
ふ
。
前
の
二
村
名
は
単
に
荘
園
制
度
の

て

興
手
段
に
由
り
、
雙
方
の
間
に
下
地
を
中
分
し
て
、
二
個
以
上
の
所
領
と
な
つ
た
こ
と
が
よ
く
分
る
。
そ
れ
は
ど
物
の
剣
つ
た
人
の
住
ん

で
居
た
土
地
で
あ
る
。
古
老
の
読
で
は
、
里
毎
に
里
長

一
人
あ
り
、
之
を
公
門
Ｌ
謂
ふ
と
あ
る
。
公
間
は
卸
ち
公

ヽ
）ん文

で
あ
つ

く
も
ん
き
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

ふ
て
ん

二
級
の
事
務
員
の
名
で
あ
る
。
九
文
給
或
ひ
は
雲
久
な
ど
ヽ
、
其
昔
の
給
田
の
地
名
と
な
つ
て
残
つ
て
居
る
例
が
あ
る
が
、

屋
の
元
の
形
を
示
す
名
稗
と
し
て
存
す
る
の
は
珍
し
い
。
又
同
じ
掛

志
に
奥
山
郷
は
御
料
の
地
で
あ
つ
て
三
年
毎
に
上
番

丁

一
人
あ
り
之
を
京
夫
丸
と
云
ふ
と
あ
る
。
御
料
と
云
ふ
の
は
恐
ら
く
は
三
年
に
一
度
の
京
在
番
と
云
ふ
の
か
ら
来
た
推
測

一小
俣
京
丸
の
京
丸
も
や
は
り
右
の
京
夫
丸
か
ら
轄
訛
し
た
地
名
ら
し
く
見
え
る
。
京
夫
と
は
京

へ
行
く
べ
き
人
夫
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。

丸
は
雑
色
な
ど
の
名
に
常
に
用
ゐ
ら
れ
る
語
で
あ
れ
ば
、
京
丸
と
云
ふ
地
は
多
分
は
京
往
き
の
夫
役
を
、
世
襲
的
に
勤
め
て
居
た
者
の
屋

．敷
給
国
の
地
で
あ
ら
う
。
此
推
定
が
官
れ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
京
丸
な
ど
‐ま
、此

山
村
の
中
で
最
も
氣
の
利
い
た
世
間
師
の
住
ん
で
居
た
部

落
で
あ
る
。
冬
の
園
憧
裏
の
側
の
話
の
如
き
も
、
紙
園
六
波
羅
嵯
峨
北
野
で
持
切
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
仙
人
な
ど
、
馬
鹿
に
は
出
来
ぬ
在

・
断
ル
で

あ

る

。
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